
(57)【要約】

【課題】取付フレームのような特別の部材を必要とせず

、取付作業時間を可及的に短縮化し、取付作業のコスト

を低減するようにした吸音楔の取付方法を提供する。

【解決手段】無響室内壁面１ａに取付けられる基部４と

、基部４から突出する相互に平行な複数のテーパー部５

とが一体形成された吸音楔２を複数準備し、各吸音楔２

を、そのテーパー部５の並ぶ向きを縦横交互に変えて配

置し、無響室内壁面全体に隙間なく各吸音楔２を取り付

ける無響室用吸音楔の取付方法である。そして、吸音楔

２の基部両端面を係止する係止フック部８を備えた固定

金具３を、無響室内壁面の所定位置に固定し、次いで、

固定金具３の係止フック部８を吸音楔の基部両端面に係

止する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 響 室 内 壁 面 に 取 付 け ら れ る 基 部 と 、 こ の 基 部 か ら 突 出 す る 相 互 に 平 行 な 複 数 の テ ー パ
ー 部 と が 一 体 形 成 さ れ た 吸 音 楔 を 複 数 準 備 し 、 各 吸 音 楔 を 、 そ の テ ー パ ー 部 の 並 ぶ 向 き を
縦 横 交 互 に 変 え て 配 置 し 、 無 響 室 内 壁 面 全 体 に 隙 間 な く 各 吸 音 楔 を 取 り 付 け る 無 響 室 用 吸
音 楔 の 取 付 方 法 で あ っ て 、
　 吸 音 楔 の 基 部 両 端 面 を 係 止 す る 係 止 フ ッ ク 部 を 備 え た 固 定 金 具 を 、 無 響 室 内 壁 面 の 所 定
位 置 に 固 定 し 、 次 い で 、 固 定 金 具 の 係 止 フ ッ ク 部 を 吸 音 楔 の 基 部 両 端 面 に 係 止 す る こ と を
特 徴 と す る 無 響 室 用 吸 音 楔 の 取 付 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 無 響 室 内 壁 面 に 取 付 け ら れ る 基 部 と 、 こ の 基 部 か ら 突 出 す る 相 互 に 平 行 な 複 数 の テ ー パ
ー 部 と が 一 体 形 成 さ れ た 吸 音 楔 を 複 数 準 備 し 、 各 吸 音 楔 を 、 そ の テ ー パ ー 部 の 並 ぶ 向 き を
縦 横 交 互 に 変 え て 配 置 し 、 無 響 室 内 壁 面 全 体 に 隙 間 な く 各 吸 音 楔 を 取 り 付 け る 無 響 室 用 吸
音 楔 の 取 付 方 法 で あ っ て 、
　 固 定 金 具 の 係 止 フ ッ ク 部 を 、 吸 音 楔 の 基 部 両 端 面 に 係 止 さ せ た 固 定 金 具 付 吸 音 楔 を 予 め
作 製 し て お き 、
　 こ の 固 定 金 具 付 吸 音 楔 の 固 定 金 具 を 、 無 響 室 内 壁 面 の 所 定 位 置 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と
す る 無 響 室 用 吸 音 楔 の 取 付 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 固 定 金 具 は 、
　 基 部 の 底 面 を 支 持 す る と と も に 、 両 端 が 折 曲 し た 係 止 フ ッ ク 部 を 構 成 す る 長 尺 の 支 持 部
と 、
　 ビ ス が 挿 通 す る ビ ス 孔 が 形 成 さ れ た 固 定 片 と 、
を 備 え 、
　 前 記 固 定 金 具 を 壁 面 の 所 定 位 置 に 配 置 し 、 こ の 状 態 で 、 ビ ス を 、 ビ ス 孔 を 挿 通 し て 壁 面
に 打 ち 込 む こ と に よ り 、 固 定 金 具 を 無 響 室 内 壁 面 に 固 定 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 無 響
室 用 吸 音 楔 の 取 付 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 吸 音 楔 は 、 廃 棄 ・ 回 収 さ れ た ペ ッ ト ボ ト ル か ら 再 生 さ れ た リ サ イ ク ル ポ リ エ ス テ ル
繊 維 か ら 成 る 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 無 響 室 用 吸 音 楔 の 取 付 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 無 響 室 内 の 音 を 吸 音 し て 残 響 の 少 な い 室 内 を 形 成 す る た め の 吸 音 楔
を 、 ス タ ジ オ や ホ ー ル の 天 井 や 壁 等 の 室 内 内 周 面 へ 取 り 付 け る 無 響 室 用 吸 音 楔 の 取 付 方 法
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 吸 音 楔 の 取 付 方 法 の 従 来 例 と し て は 、 予 め 室 内 壁 面 へ ビ ス に よ っ て 取 付 自 在 な
取 付 フ レ ー ム に 、 吸 音 楔 を 取 付 け て お き 、 取 付 フ レ ー ム の ビ ス 孔 を 覆 う 吸 音 楔 部 分 を ビ ス
孔 が 室 内 内 方 側 へ 露 出 す る よ う に 変 形 さ せ て 、 ビ ス を ビ ス 孔 に 挿 通 さ せ て 室 内 壁 面 へ 吸 音
楔 を 取 り 付 け た 後 、 吸 音 楔 の 変 形 を 復 元 さ せ て 、 吸 音 楔 を 室 内 壁 面 に 取 り 付 け る 取 付 方 法
が 提 案 さ れ て い る （ 特 開 平 ７ － １ ０ ２ ６ ５ ８ 号 公 報 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ０ ２ ６ ５ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 取 付 方 法 で は 、 取 付 フ レ ー ム を 室 内 壁 面 に 取 り
付 け る 工 程 が 必 要 で あ り 、 取 付 作 業 に 長 時 間 を 要 す る 。 ま た 、 取 付 フ レ ー ム を 準 備 し な け
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れ ば な ら ず 、 取 付 作 業 の コ ス ト が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 実 情 を 鑑 み て 考 え 出 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 取 付 フ レ ー ム の
よ う な 特 別 の 部 材 を 必 要 と せ ず 、 取 付 作 業 時 間 を 可 及 的 に 短 縮 化 し 、 取 付 作 業 の コ ス ト を
低 減 す る よ う に し た 吸 音 楔 の 取 付 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 無 響 室 内 壁 面 に 取 付
け ら れ る 基 部 と 、 こ の 基 部 か ら 突 出 す る 相 互 に 平 行 な 複 数 の テ ー パ ー 部 と が 一 体 形 成 さ れ
た 吸 音 楔 を 複 数 準 備 し 、 各 吸 音 楔 を 、 そ の テ ー パ ー 部 の 並 ぶ 向 き を 縦 横 交 互 に 変 え て 配 置
し 、 無 響 室 内 壁 面 全 体 に 隙 間 な く 各 吸 音 楔 を 取 り 付 け る 無 響 室 用 吸 音 楔 の 取 付 方 法 で あ っ
て 、 吸 音 楔 の 基 部 両 端 面 を 係 止 す る 係 止 フ ッ ク 部 を 備 え た 固 定 金 具 を 、 無 響 室 内 壁 面 の 所
定 位 置 に 固 定 し 、 次 い で 、 固 定 金 具 の 係 止 フ ッ ク 部 を 吸 音 楔 の 基 部 両 端 面 に 係 止 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 取 付 フ レ ー ム の よ う な 特 別 の 部 材 を 必 要 と せ ず 、 取 付 作 業 時 間 を 可 及
的 に 短 縮 化 し 、 取 付 作 業 の コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 無 響 室 内 壁 面 に 取 付 け ら れ る 基 部 と 、 こ の 基 部 か ら 突 出
す る 相 互 に 平 行 な 複 数 の テ ー パ ー 部 と が 一 体 形 成 さ れ た 吸 音 楔 を 複 数 準 備 し 、 各 吸 音 楔 を
、 そ の テ ー パ ー 部 の 並 ぶ 向 き を 縦 横 交 互 に 変 え て 配 置 し 、 無 響 室 内 壁 面 全 体 に 隙 間 な く 各
吸 音 楔 を 取 り 付 け る 無 響 室 用 吸 音 楔 の 取 付 方 法 で あ っ て 、 固 定 金 具 の 係 止 フ ッ ク 部 を 、 吸
音 楔 の 基 部 両 端 面 に 係 止 さ せ た 固 定 金 具 付 吸 音 楔 を 予 め 作 製 し て お き 、 こ の 固 定 金 具 付 吸
音 楔 の 固 定 金 具 を 、 無 響 室 内 壁 面 の 所 定 位 置 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 如 く 、 予 め 作 製 さ れ た 固 定 金 具 付 吸 音 楔 を 用 い る こ と に よ り 、 さ ら に 取 付 作 業 時
間 を 短 縮 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 無 響 室 用 吸 音 楔 の 取 付 方 法 で あ っ
て 、 前 記 固 定 金 具 は 、 基 部 の 底 面 を 支 持 す る と と も に 、 両 端 が 折 曲 し た 係 止 フ ッ ク 部 を 構
成 す る 長 尺 の 支 持 部 と 、 ビ ス が 挿 通 す る ビ ス 孔 が 形 成 さ れ た 固 定 片 と 、 を 備 え 、 前 記 固 定
金 具 を 壁 面 の 所 定 位 置 に 配 置 し 、 こ の 状 態 で 、 ビ ス を 、 ビ ス 孔 を 挿 通 し て 壁 面 に 打 ち 込 む
こ と に よ り 、 固 定 金 具 を 無 響 室 内 壁 面 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 構 成 の 固 定 金 具 を 用 い る こ と に よ り 、 壁 面 全 面 に 吸 音 楔 が 取 付 け ら と き に は 、 室 内
側 か ら 吸 音 楔 を 見 た 場 合 に 、 係 止 フ ッ ク 部 を 含 め た 固 定 金 具 は 全 く 見 え な い こ と に な る 。
即 ち 、 吸 音 楔 同 士 が 隙 間 な く 所 定 レ イ ア ウ ト で 配 置 さ れ た 状 態 と な る 。 こ れ に よ り 、 吸 音
特 性 が 向 上 す る と と も に 、 吸 音 楔 の 全 体 の 配 置 状 態 に お け る 美 観 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 無 響 室 用 吸 音 楔 の 取 付 方
法 で あ っ て 、 吸 音 楔 は 、 廃 棄 ・ 回 収 さ れ た ペ ッ ト ボ ト ル か ら 再 生 さ れ た リ サ イ ク ル ポ リ エ
ス テ ル 繊 維 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 吸 音 楔 の 材 料 と し て は 、 グ ラ ス ウ ー ル 等 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る が 、 本 請 求 項 ４ 記 載
の 発 明 の よ う に 、 リ サ イ ク ル ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 用 い た 場 合 は 、 グ ラ ス ウ ー ル の よ う に 繊
維 が 作 業 中 に お い て 作 業 者 を 刺 し た り 浮 遊 す る こ と に よ る 作 業 環 境 の 劣 化 等 の 課 題 の 発 生
を 防 止 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 ゴ ミ 削 減 や 資 源 回 収 に 寄 与 で き 廃 棄 時 の 処 分 も 容 易 で あ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 取 付 フ レ ー ム の よ う な 特 別 の 部 材 を 必 要 と せ ず 、 取 付 作 業 時 間 を 可 及
的 に 短 縮 化 し 、 取 付 作 業 の コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 無 響 室 用 吸 音 楔 の 取 付 方 法 を 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 詳 述 す る 。 な お
、 本 発 明 は 、 以 下 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 響 室 用 吸 音 楔 が 室 内 壁 面 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お け る 正
面 図 で あ り 、 図 ２ は そ の 背 面 図 で あ り 、 図 ３ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 矢 視 断 面 図 で あ り 、 図 ４ は
無 響 室 用 吸 音 楔 の 斜 視 図 で あ り 、 図 ５ は 吸 音 楔 を 室 内 壁 面 に 取 付 け る た め の 固 定 金 具 の 斜
視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 無 響 室 １ の 内 壁 １ ａ 全 面 に は 、 吸 音 楔 ２ が 固 定 金 具 ３ （ 図 ５
参 照 ） に よ っ て 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 吸 音 楔 ２ は 、 廃 棄 ・ 回 収 さ れ た ペ ッ ト ボ ト ル か ら
再 生 さ れ た 、 例 え ば 密 度 ３ ０ ｋ ｇ ／ ｍ 3 程 度 （ な お 、 本 発 明 は こ の 値 に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 設 計 ス ペ ッ ク に 応 じ て 種 々 の 値 に 変 更 可 能 で あ る 。 ） の リ サ イ ク ル ポ リ エ ス テ ル
繊 維 か ら 成 り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 内 壁 １ ａ に 取 付 け ら れ る 基 部 ４ と 、 こ の 基 部 ４ か ら 突
出 す る 相 互 に 平 行 な 複 数 個 （ 本 実 施 の 形 態 で は ２ 個 ） の テ ー パ ー 部 ５ と が 一 体 的 に 形 成 さ
れ て な る 。 吸 音 楔 ２ の テ ー パ ー 部 ５ の 先 端 部 は 、 そ の 端 面 が 基 部 ４ の 裏 面 （ 即 ち 、 室 内 面
） と 平 行 な る よ う に 切 断 さ れ て い る 。 そ し て 、 例 え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 吸 音 楔 ２
を 、 テ ー パ ー 部 ４ の 並 ぶ 向 き を 縦 横 交 互 に 変 え て 配 置 し 、 無 響 室 １ の 内 壁 １ ａ 全 体 に 取 付
け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 様 々 な 方 向 か ら の 音 波 を 効 果 的 に 吸 収 で き る よ う に な っ て い
る 。 な お 、 吸 音 楔 ２ の 材 質 を 、 廃 棄 ・ 回 収 さ れ た ペ ッ ト ボ ト ル か ら 再 生 さ れ た リ サ イ ク ル
ポ リ エ ス テ ル 繊 維 と す る こ と に よ り 、 グ ラ ス ウ ー ル の よ う に 繊 維 が 作 業 中 に お い て 作 業 者
を 刺 し た り 浮 遊 す る こ と に よ る 作 業 環 境 の 劣 化 等 の 課 題 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き 、 さ
ら に 、 ゴ ミ 削 減 や 資 源 回 収 に 寄 与 で き 廃 棄 時 の 処 分 も 容 易 で あ る （ 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ５
８ ６ ９ 号 公 報 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 い で 、 図 ５ を 参 照 し て 、 固 定 金 具 ３ の 具 体 的 な 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 固 定 金 具 ３ は
、 基 部 ４ の 底 面 を 支 持 す る 長 尺 の 支 持 部 ６ と 、 支 持 部 ６ に 固 着 し 支 持 部 ６ の ほ ぼ 中 央 部 に
設 け ら れ た 固 定 片 ７ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 支 持 部 ６ の 両 端 部 は 、 「 コ 」 字 状 に 折 れ 曲 が
っ た 係 止 フ ッ ク 部 ８ を 構 成 し て い る 。 ま た 、 固 定 片 ７ に は 、 ビ ス ９ が 挿 通 す る ビ ス 孔 １ ０
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 い で 、 上 記 構 成 の 吸 音 楔 を 、 室 内 内 周 部 に 取 付 け る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 先 ず 、 リ サ イ ク ル ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 上 記 形 状 に プ レ ス 切 り し て 作 製 さ れ た 吸 音 楔 ２ と
、 固 定 金 具 ３ と を そ れ ぞ れ 複 数 個 準 備 す る 。 な お 、 吸 音 楔 ２ の 作 製 に 際 し て は 、 上 記 プ レ
ス 切 り に 限 ら ず 、 専 用 鋸 に よ り 一 品 一 品 手 加 工 で 作 製 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 い で 、 壁 面 １ ａ の 所 定 位 置 に 固 定 金 具 ３ を 固 定 す る 。 具 体 的 に は 、 固 定 金 具 ３ の 支 持
部 ６ が 、 吸 音 楔 ２ が 取 付 け ら れ た 際 の テ ー パ ー 部 ５ ， ５ 間 の 谷 に 対 応 す る よ う に 、 固 定 金
具 を 壁 面 １ ａ の 所 定 位 置 に 配 置 す る 。 そ し て 、 こ の よ う な 状 態 で 、 固 定 片 ７ の ビ ス 孔 １ ０
に ビ ス ９ を 挿 入 し 、 壁 面 １ ａ に 打 込 む 。 こ れ に よ り 、 固 定 金 具 ３ が 壁 面 に 固 定 さ れ る 。 次
い で 、 固 定 金 具 ３ に 吸 音 楔 ２ を 取 り 付 け る 。 具 体 的 に は 、 固 定 金 具 ３ の 係 止 フ ッ ク 部 ８ を
吸 音 楔 ２ の 基 部 ４ の 両 端 面 ４ ａ （ 図 ４ 参 照 ） に 差 し 込 む 。 こ の と き 、 吸 音 楔 ２ は あ る 程 度
の 弾 性 を 有 す る の で 、 係 止 フ ッ ク 部 ８ を 基 部 ４ の 両 端 面 ４ ａ に 容 易 に 差 し 込 む こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 上 記 の 吸 音 楔 ２ の 取 り 付 け を 順 次 行 う こ と に よ り 、 壁 面 １ ａ 全 面 に 隙 間 な く 所
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定 レ イ ア ウ ト と な る よ う に 、 吸 音 楔 ２ を 取 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 固 定 金 具 ３ に よ っ て １ つ の 吸 音 楔 ２ を 壁 面 に 取 付 け た 際 に は 、 係 止 フ ッ ク 部 ８ の
一 部 は 基 部 ４ か ら 露 出 し て い る が 、 こ の 露 出 部 は 隣 接 す る 吸 音 楔 ２ の 基 部 ４ と の 間 で 挟 み
込 ま れ る の で 、 壁 面 全 面 に 吸 音 楔 ２ が 取 付 け ら と き に は 、 室 内 側 か ら 吸 音 楔 ２ を 見 た 場 合
に 、 係 止 フ ッ ク 部 ８ を 含 め た 固 定 金 具 ３ は 全 く 見 え な い こ と に な る 。 即 ち 、 吸 音 楔 ２ 同 士
が 隙 間 な く 所 定 レ イ ア ウ ト で 配 置 さ れ た 状 態 と な る 。 こ れ に よ り 、 吸 音 特 性 が 向 上 す る と
と も に 、 吸 音 楔 ２ の 全 体 の 配 置 状 態 に お け る 美 観 が 向 上 す る 。 な お 、 厳 密 に は 、 壁 面 １ ａ
の 端 部 に 位 置 す る 吸 音 楔 ２ の 係 止 フ ッ ク 部 ８ は 、 そ の 一 部 が 露 出 す る が 、 壁 面 １ ａ の 端 部
の た め 、 吸 音 特 性 に 影 響 を 与 え る こ と も な く 、 ま た 、 室 内 の 中 央 部 付 近 か ら 見 た 場 合 に は
、 そ の 露 出 部 分 は 見 え な い の で 、 全 体 の 美 観 に も 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 本 実 施 の 形 態 ２ は 、 予 め 固 定 金 具 ３ を 吸 音 楔 ２ に 取 付 け た 固 定 金 具 付 吸 音 楔 ２ を 作 製 し
て お き 、 取 付 現 場 に お い て は 、 固 定 金 具 ３ を 壁 面 １ ａ に 固 定 す る だ け で 、 固 定 金 具 付 吸 音
楔 ２ を 壁 面 １ ａ に 取 り 付 け る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 な お 、 固 定 金 具 ３
を 壁 面 １ ａ に 取 り 付 け る に 際 し て は 、 固 定 片 ７ の ビ ス 孔 １ ０ に ビ ス ９ を 挿 入 し 壁 面 １ ａ に
打 込 む 必 要 が あ る が 、 こ の と き 、 吸 音 楔 ２ は あ る 程 度 の 弾 性 を 有 す る の で 、 吸 音 楔 ２ の 基
部 ４ を 変 形 さ せ て 固 定 金 具 を 露 出 さ せ た 状 態 で 行 え ば 、 容 易 に ビ ス ９ の 打 込 む 作 業 を 行 う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ そ の 他 の 事 項 ）
　 （ １ ） 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 １ 個 の 吸 音 楔 ２ を １ 単 位 と し て 縦 横 に 配 列 し た け れ ど も 、
１ 個 の 吸 音 楔 ２ を 直 列 に 複 数 を 連 設 し た も の を １ 単 位 と し て 、 縦 横 に 配 列 す る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ２ ） 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 吸 音 楔 ２ は リ サ イ ク ル ポ リ エ ス テ ル 繊 維 か ら 成 っ て い た が
、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 グ ラ ス ウ ー ル 等 か ら 成 る 吸 音 楔 ２ を 使 用 し て
も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 無 響 室 内 の 音 を 吸 音 し て 残 響 の 少 な い 室 内 を 形 成 す る た め の 吸 音 楔 を 、 ス タ
ジ オ や ホ ー ル の 天 井 や 壁 等 の 室 内 内 周 面 へ 取 り 付 け る 無 響 室 用 吸 音 楔 の 取 付 方 法 等 に 好 適
に 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 響 室 用 吸 音 楔 が 室 内 壁 面 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お け る 正
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 響 室 用 吸 音 楔 が 室 内 壁 面 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お け る 背
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 響 室 用 吸 音 楔 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 無 響 室 用 吸 音 楔 を 室 内 壁 面 に 取 付 け る た め の 固 定 金 具 の 斜 視
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 　 １ ： 無 響 室
　 　 　 １ ａ ： 無 響 室 内 壁
　 　 　 ２ ： 吸 音 楔
　 　 　 ３ ： 固 定 金 具
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　 　 　 ４ ： 基 部
　 　 　 ５ ： テ ー パ ー 部
　 　 　 ６ ： 支 持 部
　 　 　 ７ ： 固 定 片
　 　 　 ８ ： 係 止 フ ッ ク 部
　 　 　 ９ ： ビ ス
　 　 　 １ ０ ： ビ ス 孔
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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